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当社は IoT パートナーとして Microsoft と Amazon それ
ぞれのクラウドサービスの認定を受けているほか、SAP
の世界最高水準の ERP ソリューションと HANA クラウド
を補完する OT ソリューションを提供しています。とり
わけ、NEXCOM はスマート製造ソリューションについて
台湾で初めてかつ唯一の SAP パートナーでもあり、SAP
との提携を通じて世界中のすべての SAP 顧客にリーチす
ることができます。

NEXCOM は、当初よりオープンスタンダードを基礎とし
た Industry 4.0 関連ソリューションに取り組んでおり、
競争力の高いエコシステムを構築して大きな進歩を実現
してきました。NEXCOM は多くのテクノロジーパートナ
ーと協力して、各業界のスマート製造のためのトータル
ソリューションを開発してまいりました。SAP との緊密
な連携は、始まりに過ぎません。私たちは、今後もこれ
まで以上に多くの IT レイヤのプレーヤがその付加価値サ
ービスを強化するためのビッグデータを求め、OT の先駆
者である NEXCOM に関心を持つことになると確信してい
ます。この実現に向けてともに歩んでまいりましょう！ 

日本のパートナーの皆様

多くの人々が語ってきたように、私たちはいま、スマー
トウェアラブルやスマートホームにはじまり、スマート
ビルディング、スマートカー、スマートファクトリー、
さらにはスマートシティ、あるいは究極的にはスマート
プラネットと呼ばれるようなスマート環境に生きていま
す。そしてこのビッグウェーブのような「スマート化の
うねり」は多くのビジネスチャンスを生み出しています。

この大きなチャンスをとらえるため、NEXCOM はその専
門性を生かし、ロボティクス、産業 IoT、スマート製造、
スマートシティなどの分野に注力しています。例えば、
産業コネクティビティを確保するニューラルシステム
「nCare」や、スマートシティに不可欠な要素である、ス
マート交通の実現に向けたバスのモバイルサーベイラン
スなどのソリューションを提供しています。今号ではこ
れらのソリューションについてもご紹介しています。

NEXCOM は、工業セクタのお客様のスマートファクトリ
ー構築についても着実に成功実績を重ねています。具体
的には、工場の M2M（マシンツーマシン）および E2E（エ
ンドツーエンド）を実現するとともに、すべての必要な
ビッグデータを、エッジサーバ、プライベートクラウド、
パブリッククラウドの作戦室に移行しています。つまり
私たちは、ERP、予防保守、AI、クラウドサービスのた
めの貴重なビッグデータ活用を可能としているのです。
NEXCOM は、あらゆるクラウドサービスプロバイダが必
要とするすべてのOTビッグデータを実現してきており、
OT の先駆者としてふさわしい実績をあげてきました。
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In Depth

In	Depth

Industry 4.0 に基づくネットワークマネージャが
強固な産業用コネクティビティを確保

I ndustry 4.0、IIoT（Industrial  Internet of 
Things）、インテリジェントオートメーションなど

のホットな話題が市場を賑わせるにつれ、今後工場の
機械・設備類はネットワークに接続され、フィールド
データをバックエンドサーバやクラウドネットワーク
にアップロードできるようになっていくことでしょう。
ネットワークアーキテクチャ、ネットワークバックボ
ーン、マシンコネクティビティといったネットワーク
要素には周到な管理が求められるようになります。

2019 Spring 特集１
ネットワークデバイス同様に
フィールドデバイスのモニタリングを

NEXCOM では、産業用デバイスの管理は MIS にとって
大きなチャレンジではあっても、無視すべきではない
と考えています。むしろ、MIS の「ネットワーク管理」
面を産業要素に統合して「ネットワーク & デバイス管
理」とし、全力で課題に当たるべきなのです。今日の
制御システムには徐々に PC ベースの制御アーキテクチ
ャが導入されており、これらコントローラの安定運用
の鍵は、制御システムハードウェアの信頼性にあると
言えます。継続的な運用・接続性を確保するためには、
プロセッサ、メモリ、ハードドライブの詳細な利用状
況に常に注意を払う必要があり、フィールドデバイス
モニタリングは、ネットワーク管理と同等の重要度が
あることを意味しています。

フィールドデバイス通信では、幅広い標準プロトコル
規格だけでなく、独自開発のベンダー固有プロコトル
にも広範に対応できることが求められます。これらの
プロトコルに馴染みの薄い MIS スタッフにとって、す
べてのプロトコルデータを統合し、理解しやすい言語
での直観的なダイアグラムで情報を提供する統合管理
プラットフォームは、ネットワークとデバイスを管理
するうえでの助けとなります。

こ れ ら を 念 頭 に NEXCOM で は、 管 理 を 容 易 に す る
ための多くの特長を持つ I4.0 ネットワーク管理ツー
ル「nCare Node and Network Health Management 
Solution」をリリースしています。第一に、nCare はネ
ットワークトポロジーを仮想化して表示できるため、
MIS はネットワーク全体および全デバイスの接続経路を
明確に把握することができます。また、マップサービ
スを統合し、各デバイスの地図上の位置を示して管理
を容易にすることも可能です。正常な状態では、ビジ
ュアルネットワークとデバイスの接続リンクはビジュ
アルダイアグラム上に緑で表示されます。接続の再試
行や接続不良といった異常状態が発生すると、それぞ
れ黄色または赤で表示され、MIS は迅速にエラー原因を
確認し、適切な是正措置を講じることが可能です。

産業機器や装置のネットワークコネクティビティは
Industry 4.0 に不可欠な要素です。接続がなければ、
フィールドデバイスからバックエンドサーバや、クラ
ウドネットワークへのすべてのデータ通信が停止し、
Industry 4.0 の運用は崩壊します。ネットワークコネク
ティビティは、極めて重要で厳格な管理が必要なもの
ですが、情報技術（IT）の担当者が管理すべきか、制御
技術（OT）の担当者が管理すべきか判断が難しい場合
があります。

通常、経営情報システム（MIS）部門のスタッフは、企
業内のデータ通信技術に長けており、産業機器や装置
のネットワーク管理を任されることが多いものです。
しかし従来のMISスタッフは、ネットワークスイッチ、
無線アクセスポイント、仮想プライベートネットワー
ク（VPN）構成、ファイアウォール装置などを扱うこと
がほとんどでした。このため、MISスタッフが新たにフ
ィールドデバイス管理に携わり、ネットワークと産業
用フィールドデバイスの双方を効果的に管理し、最適
な運用や接続性を維持するには乗り越えるべき大きな
壁があります。

In Depth
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0 8　	サーベイランス監視システムで
	 スマートバスへ確かなコミットメント	 -	MVS	5603/2623-C6SMK	-

0 9　	フリートマネジメントシステムが
	 公共事業のモニタリングおよび業務効率を強化	 -	VTC	1011/VMD	2003	-

1 0　	小さな車載テレマティクスコンピュータが
	 フリートマネジメントに大きな進歩をもたらす	 -	VTC	1910-S	-

1 1　	車載コンピュータVTC	1021が
	 視野情報と運用効率の向上をサポート	 -	VTC	1021	-

働くクルマの未来が広がる
NEXCOMの

スマートモビリティ

In	Depth

車載コンピュータソリューション

2019 Spring 特集 2

特集 2 では、「働くクルマの未来が広がる NEXCOM のスマートモビリティ」と題し、新型の車載用
コンピュータ 4 機種をピックアップして、車両用アプリケーションをご紹介いたします。次世代の
テレマティクスコンピュータの在り方やスマートカー、コネクテッドカーに象徴される応用例とし
てご覧ください。

ビジュアルトポロジーと
アクティブ通知によるMIS の改善

ビジュアルトポロジーにより、フィールド上で増減す
る生産機器や装置の管理が容易になり、ホワイトリス
ト方式のセキュリティと組み合わせることで、不明な
デバイス（不正なワイヤレスアクセスポイントなど）
からの接続を検知し、即座にブロックすることも可能
です。

第二に、nCare はフィールドデバイスの検知や、ヘル
スステータスのモニタリングを容易にします。検知能
力 を 高 め る た め、Modbus TCP/RTU 通 信 や Windows 
Management Instrumentation、さらには NEXCOM 独自
の遠隔管理ツール（Xcare）などにビルトインで対応し
ています。加えて、無人搬送車（AGV）などベンダー
独自のプロトコルを用いるフィールドデバイスについ
ては、該当プロトコルを Modbus 形式に変換し nCare
ネットワーク管理機構にシームレスに統合するなど、
nCare のカスタマイズによる対応が可能です。

第三に、nCare にはビルトイン通知システムが搭載され
ています。管理者は、リアルタイムに E メールやイン
スタントメッセージに送信される通知イベントを設定
し、そのイベントの深刻度に応じて、適切な措置を講
じることが可能となります。つまり、MIS スタッフは、
ネットワークとフィールドデバイスの状態を、モバイ
ルデバイスを利用してどこからでもリアルタイムでモ
ニタリングすることができ、Industry 4.0 で提唱されて
いる予防保全のコンセプトを容易に満たすことができ
ます。

nCare のもうひとつの特筆すべき機能に「タイムリバー
サルバックトラッキング」があります。この機能は、
トラブルシューティングの際に、ログファイル内の特
定のイベントに対する正確な詳細情報を見つける手助
けとなるものです。従来のログファイル検索のように、
干し草の中から針を探し出そうとするような作業と比
較して、トラブルシューティングを大幅に効率化する
ことができます。

加えて nCare は、フィールドデバイスの稼働率の確認
に役立つ定期レポートや、ネットワークとフィールド
デバイス設定の構成する機能を提供します。また、ワ
イヤレスアクセスポイントの暗号化設定によるセキュ
リティ強化も可能です。さらに、NEXCOMのデバイス
に加え、nCare は他のベンダーの SNMP対応デバイスの
管理にも対応できるため、お客様にとっては確実な投
資となります。

最後に、nCare はオープンスタンダードのアーキテクチ
ャを備え、AAAセキュリティ認証に対応しています。
また ERPシステムと SCADAオートメーションシステム
のシームレスな統合サポートによりソリューション全
体の効率を最大限に高めます。ローカルマシン、仮想
マシン、さらにはクラウド用にも実装可能で、柔軟性
と将来の拡張性に優れています。

In	Depth

NEXCOM I4.0 ネットワーク管理ツール nCare

ネットワークトポロジーのビュー画面

 産業用 Wi-Fi コントローラ
IWF シリーズ
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Fleet Management System

フリートマネジメントシステムが
公共事業のモニタリングおよび業務効率を強化

N EXCOM のフリートマネジメントシステムが、モニタ
リングや運用効率の強化により、日々のパフォーマン

スを高め、公共事業を一新しています。ultraONE+ テクノロ
ジーを用いた包括ソリューションと、VTC 1011 車載コンピ
ュータ、VMD 2003 車載ディスプレイの組み合わせにより、
強力な演算能力、ドライバーとその資産の安全を守る 360
度ビュー、設置の柔軟性、モニタリングのためのワイヤレス
通信と GPS トラッキングが実現し、より高度なモニタリン
グと、より迅速で確実な業務を可能にしています。

このフリートマネジメントシステムは、走行中のドライバー
には広範囲の外部ビジョンを、管理者には車載ビデオ画像
を提供し安全性を高めます。車内の車載ディスプレイ VMD 
2003 に接続した 4 つのアナログカメラがトラック周囲の状
況をクリアに表示し、死角を減らし事故を防ぎます。Intel 
Atom® プロセッサ E3825 を搭載した車載コンピュータ VTC 
1011 の 2 つの PoE ポートは、大型車両の後部に IP カメラ
を接続して 360 度ビューを実現できるため、タンクローリ
ーの漏洩の確認や、密集した都市部周辺のゴミ収集車の業務
などに効果的に活用できます。また、管理者は、車内に設置
されたカメラから不適切な運転行為がないかチェックした
り、ビデオ録画することで安全ポリシー厳守を保証する一
方、長時間勤務中は眠気検知によりドライバーの保護を高め

ます。また、新たな ultraONE+ テクノロジーにより、VTC 
1011 車載コンピュータと VMD 2003 車両マウントディスプ
レイは、1 本のケーブルでデータと電力の伝送が可能です。
このため、システムインテグレータは、映像・音声の伝送品
質を落とすことなく、ドライバーモニタから 10 メートル以
内の位置に車載コンピュータを取り付けるだけで、簡単に働
くクルマへの搭載が可能になります。
 
このフリートマネジメントシステムは運用効率に重点を置い
て設計されており、配車を円滑にし、各車両を最適な状態
に維持し、これまで人の手で行っていた作業を自動化するこ
とが可能です。例えば、GPS とワイヤレス通信により、VTC 
1011 は業務に最も適した経路をリアルタイムで VMD 2003
に表示し、無駄な時間と走行距離を最小限とします。また、
CAN バスとオプションの OBDII を用いて、エンジンの回転
数やブレーキの状態、燃費を確認できることから、フリート
管理者は異常を素早く識別して予防保守を行うことができま
す。それ以外にも、様々な業務においてこれまでドライバー
が手作業で行ってきたタスクを自動化することが可能です。
例えば、フリートマネジメントシステムをリサイクル回収ト
ラックのリフトスケールに接続することで、回収した廃棄物
の重量を計量したり、RFID リーダーで素早く配達証明を発
行するといった活用方法が考えられます。

◀  VTC 1011/VMD 2003
サーベイランス監視システムで
スマートバスへ確かなコミットメント

N EXCOM のモバイルサーベイランスシステムは、モバ
イルサーベイランスに限らず、フリートテレマティク

ス、車載インフォテインメント、乗客用 Wi-Fi のすべてに対
応し、スマートバスの実現を容易にします。スマートバス用
途に求められる汎用性・機能性を提供するため入念に設計さ
れた MVS  5603-C6SMK および MVS 2623-C6SMK は、優れ
たシステムパフォーマンス、柔軟なカスタマイズ性、工業グ
レードの信頼性、充実したソフトウェアユーティリティを備
えており、これらの NEXCOM モバイルサーベイランスシス
テムを搭載することで、スマートバスは運行安全性、運営効
率、乗客満足度を高めたインテリジェントな未来に大きく近
づくことができます。

バス運行の安全性を高めるため、モバイルサーベイランスシ
ステムは、M12 コネクタを有する 6 つの PoE ポートで包括
的な監視を行います。ビデオストリーミング・録画はネジ止
め式の M12 コネクタで確保される一方、映像には、GPS 座
標情報、時刻、速度、その他車両情報などをスタンプして情
報を追加することで、映像の検索性も高まります。MVS シ
ステムは、死角監視によりドアの挟まれ事故や追突事故の防
止に役立つだけでなく、映像による証拠は、事故責任の評価
判断や解決を早めます。また、映像検索のニーズを考慮し、
オプションで LTE/Wi-Fi 接続によるリモートアクセスに対応

していて、外部からローカルのストレージユニットにアクセ
スすることが可能です。

また、Intel® Core ™ / Intel Atom® プロセッサを搭載してい
るため、これらのモバイルサーベイランスシステムは同時に
フリート管理にも十分対応できる演算能力を有しています。
また CAN バス、プログラマブル GPIO、COM、USB、合計 5
つの Mini-PCIe および M.2 モジュール用スロットからなる充
実した接続性により、これら MVS システムは、オプション
モジュールの SAE J1939/1708 プロトコルによるオンボー
ド診断、最大 600Mbps の高速インターネット接続、iButton
ベースのドライバー認証と、24 時間 365 日のトラッキング
によるドライバー管理・盗難防止対策等を実現する構成が可
能です。これらの用途を想定し、技術工数と導入までの期間
を短縮するソフトウェアユーティリティも提供しています。

加えて、バス運行業者は NEXCOM のモバイルサーベイラン
スシステムを活用して乗客サービスを向上させることもでき
ます。MVS システムを用いて、経路情報の表示、自動停車
案内、ニュース、広告など多くのコンテンツを提供できるほ
か、最大 5 つの LTE/Wi-Fi モジュールで乗客用 Wi-Fi を展開
することで、サービス提供のためのトータルコストを削減す
ることが可能です。

6-CH PoE In-vehicle Mobile Computer

 ◀  MVS 5603/2623-C6SMK 
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車載コンピュータ VTC 1021 が
視野情報と運用効率の向上をサポート

N EXCOM の車載コンピュータ VTC 1021 は、監視と運
用効率の向上により、公共交通・フリートマネジメン

トのスマート化を進めます。Intel Atom® E3940 プロセッサ
搭載の VTC 1021 は、強力な演算能力、IP カメラ用の 2 つ
の PoE ポート、ワイヤレス通信、GPS 追跡機能を組み合わ
せた汎用性の高いソリューションです。位置情報や内部アク
ティビティ、運転パターン、車両診断の情報を記録し、サー
ベイランス、安全性、管理、インフォテインメントの水準を
高めることができます。

VTC 1021 は、強化されたサーベイランスと車内インフォテ
インメントにより、公共交通に劇的な変化をもたらします。
2 つの PoE ポートを使用することで、あらゆるタイプの車両
に IP カメラを簡単に取付け、映像を記録することができま
す。またツアーバスであれば、車内 Wi-Fi の提供や映画の上
映、目的地情報の表示、決済処理などにより、快適な乗車体
験を提供することができます。また、長距離バスなどの安全
性を高めるために、DIO 機能により、緊急時の非常ボタンを
制御して支援を要請することも可能です。

VTC 1021 は車載向けに特化していることで、フリートマネ
ジメントの業務効率を高めることができます。車両に設置し
た GPS とワイヤレス通信機能を備えた車載コンピュータに
より、配送品の確実なリアルタイム追跡や、走行中のドライ
バーにリモートで最新情報を提供することが可能です。GPS
信号が利用できない場合には、オプションの推測航法（DR）
で位置を特定できます。また、車内に設置したカメラで、配
送センタから配送中の商品の状態や、ドライバーの行動を監
視することができ、フリートの安全とパフォーマンスの向上
につながります。同様にオプションの OBDII 機能を搭載した
CAN バスにより、エンジンの回転数、ブレーキの状態、燃
費を評価することで車両の運用効率の向上を実現します。
 
コンパクトなファンレス設計の車載コンピュータ VTC 1021
ならば狭い車内にも設置でき、厳しい温湿度条件、震動、衝
撃にも耐えられます。要求の厳しい自動車用途を前提に設計
されたオプションのバックアップバッテリにより、不安定な
電源に関わらずすべてのプロセスが完全に実行・保存、クラ
ウドにアップロードされ、運用や管理が確実に行えます。

Intel Atom® x5-E3940 Fanless In-Vehicle Computer
 VTC 1021　▶

小さな車載テレマティクスコンピュータが
フリートマネジメントに大きな進歩をもたらす　

N EXCOM の VTC 1910-S が、新たな車両テレマティク
ス技術を用いてフリートマネジメントを進歩させて

います。VTC 1910-S は、Intel Atom® プロセッサ E3815 を
搭載し、データ取得、エッジコンピューティング、ネットワ
ーク通信のために設計されたテレマティクスゲートウェイで
す。オンボードシステムに組み込むことで車両テレマティ
クスの機能を引き出すことができ、予備的な初期分析を実施
し、分析結果のストリーミングやその結果に基いて必要な対
処をすることで、異常アラートやリアルタイム調整などが可
能となります。これにより、公共交通機関や商業フリートな
どのプランニングや運用が最適化されます。

VTC 1910-S は運行中に車両テレマティクスの利点を最大限
に活用することができます。車両データの収集だけでなく分
析まで行えるため、公共交通機関、例えばバス運行業者なら
ば、VTC 1910-S を活用して、乗客数、耐荷重、タイヤの空
気圧などのデータをもとに定員オーバーの初期判定が実施可
能になります。また、乗客数と支払運賃をリアルタイムで突
き合わせることで、不正乗車にもしっかりと対応できます。

VTC 1910-S がもたらす新たな視点の車両テレマティクスに
より、バス運行業者の運行安全性、乗客満足度、運用パフォ
ーマンスを改善することができるのです。

フリートトラックや重作業機械は、VTC 1910-S によってテ
レマティクスを導入することで、IoT のモバイルノードとし
ての役割を果たすことができるようになります。充実したイ
ンターフェースとワイヤレス接続性を備える VTC 1910-S な
らば、車両制御ネットワークから車両状態や診断メッセージ
を読み取り、それらの情報をまとめ、車両の位置や業務の進
捗状況等について、常にコントロールセンタの情報をアップ
デートすることができます。さらに、質の高い LTE 接続を利
用するためにデータサービスネットワークを柔軟に切り替え
ることで、途切れのないデータ伝送が可能になります。

Palm-Sized Ruggedized Telematics Gateway
Powered by Intel Atom® Processor E3815 

 VTC 1910-S　▶
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Tech Review

Event	Report
ET・IoT Technology NAGOYA 2019

2019 年 2 月 6日～ 7日　会場：吹上ホール（名古屋市中小企業振興会館）

今 年初めての名古屋開催となる ET/IoT Technology NAGOYA 展に出展しまし
た。名古屋という土地柄、自動車・FA などの製造業の技術系専門職の方々

が多く来場されるということで、コンパクトな IoT ゲートウェイから、上記 Tech 
Review で取り上げた ATC シリーズから NVIDIA GTX 1050Ti を搭載した AI プラッ
トフォーム ATC8010、防水対応の VTC1911-IPK など、車載用テレマティクスコン
ピュータのラインナップを取り揃えての出展でした。初日の開会式にも参加、ブー
ス展示では車載用のみならず、他用途の製品へも多数お問い合わせを頂き、名古屋
の製造業の熱意と勢いを感じた 2 日間となりました。

高性能なコンピュータ技術が自動車産業に寄与して
い る 点 で は、CAE（ 設 計 ）、Industry 4.0（ 製 造 ）、
Connected Car（自動車の IoT）が挙げられます。

自動車の設計では、車体や部品の形状を変えて試作品を
作り、風洞実験等を行うことにより製品開発を進めてき
た。しかし、この作業を何パターンも繰り返すのは、非
常に時間とコストがかかります。実物ができるまでその
設計の細かな良し悪しが判断できず、その試作品製造方
法の妥当性を検証や試作できる回数も限られることか
ら、設計の最適化ではありませんでした。これらの作業
で CAE を用いることで、様々なパターンから最終的に
選ばれたものをだけを試作し、実験をおこなうことで製
品開発の時間短縮とコストダウンに繋がりました。CAE
自体の歴史は古く 1960 年代から存在しましたが、自動
車産業で応用されはじめたのは 1990 年代頃からでしょ
うか。NEXCOM では CAE を実行させるエンジニアリン
グワークステーション向けのメインボードを生産してい
ました。

コンピュータ技術と実際の自動車の結びつきで考える
と、ネットワーク化が挙げられます。まずは車外ネット
ワークへの接続としてカーナビゲーションシステムがあ
ります。GPS や GNSS と地図を用いた経路案内システム
として、幅広く導入されました。

次にテレマティクス（Telematics：Telecommunication 
+ Informatics）を利用し、ドライバーが必要とする情
報を 3G などの双方向通信技術により入手が可能になり
ました。現在では、高速な LTE 通信を用いてコネクテッ
ドカーへ進化しています。自動車は常にインターネット
へ接続し、様々なアプリケーションやサービスを受ける
ことが可能となり、自動車はより快適で安全な運転がで
きるデバイスとなりました。最新の自動車では対話型 AI
を搭載し、ドライバーが必要な情報や操作を会話のよう
なやりとりで行えるようになってきました。このコネク
テッドカーや自動運転を実現するためには、自動車がイ
ンテリジェント化され、車内の各モジュールがネットワ
ーク化される必要があります。そのネットワークの標準
的なプロトコルとして、CAN や最新のテクノロジーの車
載 Ethernet である BroadR-Reach があります。

コンピュータ技術と自動車産業の結びつきで、一番想
像が容易なのは製造分野ではないでしょうか。自動車
そのものを組み立てる製造ラインや製造ロボットだけ
ではなく、部品を搬送させる AGV（Automated Guided 
Vehicle：無人搬送車）などがあります。これらを運用
するためには、単に高性能コンピュータ技術だけではな
く、センシング技術も必要とし、機械自身や周辺環境の
状態を収集し、他律動作または自律動作します。これは
まさに Industry 4.0 の世界です。

Tech	Review	

百年に一度の自動車産業大改革！２ 

クルマにまつわる

　コンピュータのはなし

前回の Tech Review では車載 PC の特徴を紹介いたしましたが
今回は自動車産業と高性能なコンピュータについてお送りします。

NEXCOM は自動車産業において、コネクテッドカーや
Industry 4.0 の分野に対応する製品を取り揃えていま
す。車載向け PC である MVS/VTC シリーズは車載環境
に対応する設計を行い、コネクテッドカーに必要な外部
ネットワーク情報である GPS、GNSS、LTE 通信や、車
内ネットワークである CAN や BroadR-Reach 等の車内
ネットワークにも対応します。

AI 対応 NVIDIA GTX 1050Ti/1080 や Intel® Movidius ™
を搭載した車載向け PC の ATC シリーズの販売も開始し、
将来的には 5G 通信にも対応予定です。

自動車産業大改革は、自動車そのものや自動車製造設備
の改革だけではなく、インフラなども含めたヒト・モノ
・サービスに係るすべてが大改革されます。この波をけ
ん引するために、NEXCOM は進化し続けています。

次ページの ”Technology Partners " でご紹介する株式会
社アプトポッド社とは、NEXCOM 製車載 PC とアプトポ
ッド社「Visual M2M」の組合せで、7 年ほど前から様々
な展示会やセミナーなどに出展していました。シンプル
な使い方で、非常にグラフィカルな表示が可能なため、
見える化に関する様々な分野に適合します。

2013年秋冬号のNEXCOM Expressの ”Market Story"で、
「ローカル電気バスの燃料消費と CO2 排出量の削減に貢
献」と題して紹介を行った秋田や沖縄の電気バスの事例
がありましたが、これが NEXCOM VTC1000/VTC7110
とアプトポッド「Visual M2M」の最初のアプリケーシ
ョンでした。

今後は自動車関連はもちろん、スマートファクトリー、
スマートシティ、スマートハウス、スマートビルディン
グ等いろいろな IoT アプリケーションで協業が可能と考
えておりますので、ご興味をお持ちいただきましたらネ
クスコム・ジャパン営業部までお問い合わせください。

VIOB-AE1M-01 車載
Ethernet BroadR-Reach
モジュール

◇　設計・製造・運用　◇

◇　通信・AI　◇ ◇　応用・可視化　◇

I/O Module

Expansion Module

Tech Review
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Technology Partners

様々な産業機械 

データ収集 データ可視化 

データ二次処理 
機械学習 

解析計算処理 

クラウド 

モバイル網によるリアルタイム伝送 
データ欠損時の自動補完回収 

/ 

様々な制御信号 
ビデオデータ、各種センサ信号など 

アプライアンスターミナル 
VTC-1010/ VTC 1910 

時系列データ可視化ダッシュボード 
ソフトウェア 
プロトコル化 

独自のソフトウェア
プロトコルを開発
こうした課題を解決し、高度な要
求を同時実現するために、当社で
は独自のソフトウェアプロトコル
『iSCP (intdash Streaming Control 
Protocol)』を開発し、フレームワー
ク全体に採用しています。これによ
り、低遅延＋データの完全回収＋タ
イムスタンプの統合管理、といった
高度な複合要求をクリアすることに
成功しました。iSCP では独自のデー
タフォーマットにデータを格納し、
すべてのデータの相対時間を管理し
ます。 
例えば制御、センサ信号などの信号
データだけでなく、動画などのメデ
ィアデータにおいてもフレーム毎
にデータを分割格納し打刻しながら
ストリーミングすることができるた
め、センサデータ＋動画データなど
のフュージョンデータ計測などにお
いても、統合的に時系列を保持しな
がら伝送することが可能です。
さらに“データの流し方”を制御する
機構により、リアルタイム処理性能
の向上と欠損データの再送処理など
を同時実現しています。

時系列データの
高度な可視化を実現する
Web ベースのダッシュボード
自動車などにおける制御信号は 1 台
の車両から数千～数万種といった非
常に多くのデータ種が高頻度で送出
されるため、全データを収集したも
のの必要なデータを絞り込むことは
至難の業となります。Web ベース
のダッシュボードアプリケーション
『Visual M2M』はドラッグアンドド
ロップなどの操作でユーザー自身が
データを気軽に選択し、テキスト、
グラフ、メーター、ヒストグラムな

坂元　淳一 氏
株式会社アプトポッド
代表取締役

株式会社アプトポッドは、「Internet	of	Behavior	の世界へ」をテクノ
ロジー・コンセプトに掲げ、すべての産業製品がインターネットに接続
され、よりリアルタイムに、より深くつながるコネクテッドな社会を実
現するため、あらゆる産業製品の革新を加速し、すべてのモノが高速に	
”Behavior”を伝え合い自律化していくコネクテッド環境を実現するため
の産業	IoT	ミドルウェア /サービス製品を開発・提供しております。

今回ご紹介したパートナー企業はこちら

〒 160-0004
新宿区四谷４−３ 四谷トーセイビル３F
Email：bd@aptpod.co.jp
WEB：https://www.aptpod.co.jp/

株式会社アプトポッド

ど様々なビジュアルで手軽に可視
化を行うことができます。
これにより、必要なデータを絞り
こむためのデータザッピングや計
測におけるデータレビューなど、
ワークフローにおける効率を高め
ることができます。

データ収集だけではなく
機械学習までサポートする
フレームワーク
ま た、Python の サ ー バ 実 行 環 境
『intdash Analytics Services』 を
活用することで、データの計算処
理、機械学習等を行うことが可能
です。『intdash』の強力なデータ
収集機能に加え、収集データの二
次処理、リアルタイムデータに対
する二次データの生成や加工処理、

画像データを対象とした機械学習な
ど、様々なデータ処理環境を実現し
ます。

占有クラウド環境を発注から
2 週間程度で提供可能
クラウドのサブスクリプションと
し て ご 提 供 す る intdash は プ ロ ジ
ェクト向けの占有環境を、ご発注
から稼働まで 2 週間以内での準備
が可能です。特に自動車の CAN 計
測 に お い て は SaaS (Software as a 
Service) ソ リ ュ ー シ ョ ン『intdash 
Automotive Pro』 を ご 提 供 し て お
り、IG（Ignition）連動での起動・終
了が可能な専用ターミナルシステム
を車両の CAN バスや電源に接続する
だけで、即座にリモート自動計測を
実現します。

ア プトポッドは自動車、農機、
重機、建機などといった移動

を伴う産業機械を対象としたデータ
収集と蓄積、データ解析、リアルタ
イム監視等の様々な用途に対応する
高速 IoT ミドルウェア『intdash ( イ
ントダッシュ ) 』及び、様々なタイ
プの時系列データの可視化ダッシュ
ボードをユーザー自身がノンプログ
ラミングで構成可能な Web アプリケ
ーション『Visual M2M』を開発し、
PaaS (Platform as a Service) として
提供しています。

また、産業機械側と接続しクラウ
ドへデータをアップストリームす
るターミナルシステムとしては、
NEXCOM の VTC シリーズをベース
とし、intdash Edge ソフトウェアや
GPS モジュール、LTE 通信モジュー
ルをバンドルしたアプライアンスモ
デルとして提供しています。

用途としては、主に各メーカー様の
研究開発部門における移動体デー
タ計測の遠隔化、自動化、及びデー
タのリアルタイム監視などが多く、
自動車の完成車メーカー各社様の
他、重機・農機・建機メーカー様、
国内の主要部品メーカー様などで
リモートデータ計測・監視基盤とし
ての採用が進んでいます。

高いリアルタイム性と
データ完全回収の両立
産業シーンのデータ計測ではプロ
フェッショナルユースの現場なら
ではの様々な要求が寄せられます。

リモート計測においては、ほとんど
のケースでモバイル回線を利用した
データ伝送を行いますが、移動体に
おけるモバイル通信は決して安定
しているわけでなく、常に帯域が変
動するため、電波環境が悪いとデー
タを送信処理できず欠損が発生しま
す。そうした環境において全データ
を回収するためには、エッジとサー
バ間で欠損データのキューイング処
理と再送信処理を実現する必要があ
ります。

移動体計測で対象となるデータは
自 動 車 に お け る 複 数 バ ス の CAN
（Controller Area Network）に代表
される制御信号、ジャイロや加速度
などのセンサ群、カメラからの映像
データ等、ソースや経路も多岐にわ
たります。これらのデータ個々にお
けるタイムスタンプを統合管理する
ことで、送信できなかったデータだ
けを、再送処理することが可能にな
ります。さらに、回収された複数ソ
ースのデータにまたがった解析処理
においても、“収集後のデータ時刻合
わせ”を行うことなく即時に取り組む
ことができます。

また、リアルタイム性において遅延
を発生させる要因の大きな要素とし
てはソフトウェアの処理による遅延
が挙げられます。産業計測では秒間
数千を超える大量のデータストリー
ムとなるケースは珍しくなく、こう
した高粒度データストリーミングを
行う際に課題となるのがソフトウェ
アの処理による遅延です。

Technology	Partners	

自動車分野をはじめとした産業シーンの 
イノベーションを加速する高速 IoT フレームワーク

アプトポッドが提供する移動体向けデータソリューション

様々な時系列データの手軽な可視化を実現する
ダッシュボードアプリケーション Visual M2M

▪計測データを 100％回収できること

▪高粒度データを高いリアルタイムで
　監視できること

▪フュージョン（複合ソース）データ
　に対して統合したタイムスタンプ処
　理を行えること

Technology Partners 
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IPC Chinese

このコーナーでは、毎回コンピュータ関連の仕事に従事
されている方が、台湾ですぐに使える簡単で実用的な中
国語を少しずつ学習していくコーナーですが、台湾の文
化や豆知識についてもわずかですが理解することができ
るよう構成しました。今回は NEXCOM 本社ビル 10 階の
「R&D センタ」内のテストルームで実際に担当者とやり
取りを行うシーンを学習していきましょう。
前回の新漢台北故事館を見学した後に 10 階へ移動した
ところから始まります。キーワードと会話の流れを想像
してください。キーワードは「本社」「R&D センタ」「実
験室」「チャンバールーム」などです。では発音してみ
てください。

「〇△× !! ◇ ($”&」できましたか ? 難しかったですか ?
今回は専門用語が多い会話でしたね。「総公司」は本社、
「研発中心」は R&D センタ。センタは真ん中なので日本
語とは意味合いが異なりますが「中心」と言います。「焼
機室」はチャンバールーム。要はエージングを行う部屋
なので機械を焼く部屋と思ってください。「検査」や「頭
髪」は日本語と同じです。
このフロアには、実験を行う ESD 試験室やスマートビッ
ト試験室、電波暗室があり本番のテスト前にあらかじめ
社内でテスト ( プリスキャン ) を行うための様々な設備
があります ( 詳しくは次のページ )。

今日から使える？

IPC中国語会話 「本社10F R&D センタにて」

　

       ザイ　 ジゥロウダ      ジーシェ   ショウビー ジャオシー シー   クーイー    シージー　シーヨン

「在 九樓的 機械 手臂 教室 是 可以 實際 使用.
　9Fのロボット教室で実際に試していただくことができます。

担当者 :  

    ヂェ ァ゙リー シー　　　　　　　　   シーイェンシー ハン   シャオジーシー

 這裡 是 SmartBit 實驗室 和 燒機室.
　こちらにはスマートビットラボやチャンバールームがあります。

      ジーシェ ショウビー シーイェンシー ヂェンシー リンレン　ジンチー   ドゥイ ファンクェ ァ゙ ドウ シー    カイファンダ      マ　

「機械 手臂 實驗室 真是 令人 驚奇. 對 訪客 都 是 開放的 嗎?
　ロボットラボには驚きました。                                   訪問客にも開放しているのですか?

お客様 :  

  ザイ     ゾンゴンスー  シーロウ イェンファヂョンシン ツァングァンワン ジーシェ ショウビー シーイェンシー ホウ ゾウシィァン チーター ファンジィェン　

在 總公司 十樓 研發中心 (參觀完 機械 手臂 實驗室 後, 走向 其他 房間)
　本社10F R&Dセンタにて         　       (ロボットラボを見学した後、他の部屋へ)

      アー       ナー   イーグェ ァ゙レンダ   トウファ   シー ジンディェン  スォインチーダ　   マ

「啊, 那 一個人的 頭髮 是 靜電 所引起的 嗎?」
    おぉ！ あの方の髪は静電気のせいですか?

お客様 :  

     メイグェ ァ゙ ブーメン ドウヨウ   フェンペイダオ   ズージーダ　 シャオジー シーイェンジー

「每個 部門 都有 分配到 自己的 燒機 試驗機.」
    部門毎に割り当てのチャンバーがあるのですね。

お客様 :  

      ナーシー  ザオシャン シュイシン トウファ   ルゥァンチィァォ

「那是 早上 睡醒 頭髮 亂翹.」
    あれは寝ぐせです。

担当者 :  

     シーダ  ヂェ ァ゙ビィェンダ ファンジィェン シー ズゥォ             ジィェンチャ   

「是的, 這邊的 房間 是 做 ESD 檢查.」
    はい、そうです。 こちらの部屋ではESD検査をしています。

担当者 :  

今日のキーワード
イェンファヂョンシン

研發中心  R&Dセンタ

シャオジーシー

燒機室　 チャンバールーム
トウファ

頭髮        頭髪

シーイェンシー

實驗室     実験室

ファンジィェン

房間 部屋

ゾンゴンスー

總公司 本社

ジィェンチャ

檢查          検査

ヂェ ァ゙シーシェンムォ

機械手臂 ロボットアーム

ロボット教室（9F)

NViS 6308-DL は、ハイエンド監視カメラ用サーバ (DVR)
NViS 6308 に、Intel® Movidius ™ チップを 8 個搭載した
PCIe カード AI Booster x8 を搭載した内蔵したシステム
です。CPU は Intel 第 7 世代 Core i7 プロセッサと 32GB
の大容量メモリを搭載し、2U ラックマウントケースによ
り、AI を駆使した監視カメラ等ハイエンドなサーベイラ
ンスシステムが構築できます。人流計測、車両監視、顔
認証等、最新の AI 監視システムが Intel® OpenVINO ™に
よりサポートされます。また LAN ポート x2、3.5 インチ
HDD ベイ x8 を有し、長時間録画や監視カメラ以外にも、
スマートファクトリー向けマシンビジョン等の画像解析
装置にも最適です。

 � Intel® Core ™ i7-7700 プロセッサ
 � DDR4　32GB
 � Intel® Q170
 � LANポートRJ45 x 2（Intel®I219LM x 1, Intel®I211-AT x 1）
 � RS232/422/485 x 1
 � USB 2.0 x 2, USB 3.0 x 10,
 � HDMI x 2, DVI-I x 1
 � Audio Jack (Line-in/Line-out/MIC-in) x 1, PS/2 x 1
 � PCIe(x16) スロット x 1, PCIe(x4) スロット x 1,  

 PCIe(x1) スロット x 1, M.2 x 1
 � 3.5 インチベイ x 8
 � 100~240V AC 入力　CE, FCC
 � 533.4mm (D) x 437mm (W) x 88.9mm (H)
 � 0° C ~ 45° C

1 NViS	6308-DL
インテル Movidius ソリューション
2U サーベイランスシステム 2 VTC	7250-7C8

ファンレスハイパフォーマンス
車載用テレマティクスコンピュータ

What's	Hot	
新製品情報

NViS 6308-DL 前面

VTC7250-7C8 は、第 8 世代インテル ® Core ™ i7 プロ
セッサを搭載した、ハイエンドテレマティクスコンピ
ュータです。CPU は TDP35W、6 コア 12 スレッドで、
ファンレスで最高速を実現しました。PoE x 8 ポートや
ultraONE+ などの拡張機能も搭載しています。
他の機能として COM / CAN2.0B / GPS など通常の VTC シ
リーズと同等の機能を有しています。動作温度は -20℃ -
60℃と広範囲で車載用のみならず、温度環境の悪い状況
でも導入可能です。

 � Intel® Core ™ i7-8700T プロセッサ 
 � DDR4 SO-DIMM ソケット x 2　8GB 搭載済 （最大 64GB）
 � Intel® Q370
 � RS232 x 2, RS232/422/485 x 1, LAN x 1, LAN（PoE）x 8 
 � USB3.1 x 6, DI x 4, DO x 4
 � HDMI x 1, VGA x 1, ultraONE+ x 1, Line-out x 1, Mic x 1
 � Mini-PCIe スロット x 3 （うち mSATA x 1）, M.2 keyB x 1
 � 2.5 インチベイ x 2, mSATA x 1
 � GPS, CAN2.0B, SIM スロット x 3
 � 9~36V DC 入力　CE, FCC, E13
 � オプション：CAN2.0B/J1708/J1939 より選択
 � 260mm (W) x 196mm (D) x 99mm (H)
 � -20℃～ 60℃

VTC 7250-7C8 前面

VTC 7250-7C8 背面

What's Hot
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ロボットラボ

Editor's note  ～後書きコラム～

「平成」から「令和」へ

前回はクリスマス前の慌ただしい時期にお会いしま
したが、すでに平成も終わろうとし、新元号「令和」
や GW10 連休で毎日話題は尽きませんが、約 30 年
前の平成元年はバブル絶頂で土地や所得は下がるこ
とは無いと皆が信じて 24 時間働いて一億総セレブの
ようなバブリーな生活を求めていたような気がしま
す。ここ田町には平成 3 年にオープンした有名なデ
ィスコ「ジュリアナ東京」がありました。

時が経過し GDP は下がり、世界企業ランキング 20
位内に 14 社入っていた日本企業は、今はゼロにな

り、平成に失ったものは数多いと思います。働き
方改革で残業が減り所得減少や時間を持て余したり、
なんとなく憂鬱になってきているようです。バブル景
気は再来しないでしょうが、せめてマインドは少しバ
ブリーなテンションで 5 月からの新時代を生き抜か
ないといけないかもしれません。

NEXCOM 本社では社員のテンションが高く ( 特に女
性 ) 日本人としては圧倒されてすぐに負けてしまいそ
うですが、一緒に働く以上その上をいかないと仕事が
進みません。景気の動向はマインドから来る要素も多
いのでせめて元気にしていようと思います。
元気に人生 100 歳時代ですよ !!                      胖田五郎

中　原

チャンバールーム

9 階 デ モ ル ー ム 及
び新漢台北故事館の
詳細は前号 Express 
Winter 2019 でご覧
いただけます。

内部はひみつ

㊙

10階　ロボット＆検査ラボ

本社

チャンバールームは低温から高温の温度サイクルテスト
や湿度を上げての動作試験を長ければ数日間行います。
20 台程度の恒温槽がありますが各ビジネスユニットで数
台を占有しているため常にすべての恒温槽が 24 時間稼
働しています。

また社内用サーバールームはガラス張りで廊下から見え
るようになっており 10 年以上前に NEXCOM のフラグシ
ップだったブレードサーバ (NexBlade) が今もなお元気に
働いてます。

ネクスコム・ジャパンでは本社の見学を承っております
ので、お気軽にお問い合わせください。このコーナーに
掲載をご希望される会話やキーワードがありましたら、
マーケティング部までご連絡ください。
ではまた次回お会いしましょう。再見 !!

11-15 階
オフィス

9 階 
受付・デモルーム
新漢台北故事館

スマートビット試験室

ロボットラボは、いろいろなメーカーのロボットを設置
して NEXCOM (NexCOBOT) のコントローラや EtherCat
等のロボット制御アプリケーションのテストを実際のロ
ボットと組合せ動作させ実験やテストを行う設備です。

地下 2 階には、落下試験や振動試験を行う設備もあります。
詳細は次号でご紹介させていただきます。

中原駅

1 階
ジャガー・
ローバー
ショールーム

10 階
ロボット＆
検査ラボ

B2 階 
検査ラボ

本社ビル各階案内
15 階　CEO 室・総務・経理・IoT BU
14 階　Green Base ( 監視カメラ )・車載 PC BU
13 階　NexCobot ( ロボット )・Embux (Wi-Fi/ARM ベース )
  社員食堂・スポーツジム・ヨガルーム
12 階　NexAIoT
11 階　ネットワーク BU
10 階　R&D センタ、各種テスト室、ロボットラボ、マーケティング
  9 階　受付・デモルーム・会議室・ロボット教室
  漢台北故事館・オーディトリウム ( 講堂 )
B2 階　各種検査ラボ

NEXCOM本社ビル

EMI 電波暗室

CE/FCC 認証の電波、電磁の試験のための事前
テストであるプリスキャンを行います。

電源や AC アダプタなどからは入り込むノイズ
やサージ試験のための試験室です。

ESD試験室

ネクスコムの本社ビルは台北近くの新北市中和区に位置
します。18 階建てタワー A の 9 階から 15 階までの 7 フ
ロアを使用しており、1 階には車のジャガーとローバー
のショールームがあります。

NEXCOM 本社ビルの 10 階は「R&D センタ」として、先
端の技術的な問題や課題を解決するセクションで、例え
ば新技術が発表されるとまずは「R&D センタ」でいろい
ろと試したり経験を積んでプロジェクトを把握して、問
題がなければ各ビジネスユニットの R&D チームに落とし
込んでいきます。また認証試験や実験、テストを行うた
め技術的に非常に重要なポジションです。

近々に本社ビルの目の前に台北 MRT 第一期環状線 ( 地
下鉄 ) の駅が完成し、将来は山の手線や大阪のように円
を描く路線なので台北市内のどこへ行くにも便利になる
ことと思います。駅名は「中原站」です。日本語でも発
音できるような普通の名前なのがかえって驚きでした。
「站」は駅の意味です。

同じフロアには、各種テストを目的とした、EMI 電波暗
室、ESD 試験室、スマートビット試験室、恒温槽を 20
台ほど設置したチャンバールームや社内用のサーバ等の
設備、昨年分社化した NexCOBOT のロボットラボもあり
ます。

IPC Chinese
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お問合せ営業窓口
株式会社ネクスコム・ジャパン 営業部
〒 108-0014　東京都港区芝 4-11-5 田町ハラビル 9 階
Tel: 03-5419-7830　Email: sales@nexcom-jp.com                  
www.nexcom-jp.com

中国
NEXSEC Incorporated
Floor 5, No.4,  No.7 fengxian middle Rd., 
(Beike Industrial Park), Haidian District, 
Beijing, 100094, China 
Tel:  +86-10-5704-2680
Fax: +86-10-5704-2681
Email: sales@nexsec.cn
www.nexsec.cn

ヨーロッパ
イギリス
NEXCOM EUROPE
10 Vincent Avenue, 
Crownhill Business Centre, 
Milton Keynes, Buckinghamshire 
MK8 0AB, United Kingdom
Tel:  +44-1908-267121
Fax: +44-1908-262042
Email: sales.uk@nexcom.eu
www.nexcom.eu

アメリカ
USA
NEXCOM USA
2883 Bayview Drive,
Fremont CA 94538, USA 
Tel:  +1-510-656-2248 
Fax: +1-510-656-2158
Email: sales@nexcom.com
www.nexcom.com

NEXCOM Shanghai（上海事務所）
Room 603/604, Huiyinmingzun Plaza Bldg. 1, 
No.609 Yunlin East Rd., 
Shanghai, 200062, China
Tel:  +86-21-5278-5868
Fax: +86-21-3251-6358
Email: sales@nexcom.cn
www.nexcom.cn

NEXCOM サーベイランス テクノロジー（深圳）  
Floor 5, Building C, ZhenHan Industrial Zone,
GanKeng Community, Buji Street, 
LongGang District,
ShenZhen, 518112, China
Tel:  +86-755-8364-7768 
Fax: +86-755-8364-7738
Email: steveyang@nexcom.com.tw
www.nexcom.cn

NEXCOM ユナイテッド システムサービス（上海）
Room 603/604, Huiyinmingzun Plaza Bldg. 1,
No. 609, Yunlin East Rd., 
Shanghai, 200062, China
Tel:  +86-21-5278-5868
Fax: +86-21-3251-6358
Email: renwang@nexcom.com.tw
www.nexcom.cn

NEXGOL
1st Floor, Building B4, Electronic 2nd Area,
(Phoenix Lake Industrial Park), Yongchuan Dist., 
Chongqing City, 402160, China 
Tel:  +86-23-4960-9080 
Fax: +86-23-4966-5855
Email: sales@nexcobot.com
www.nexgol.com/NexGoL

アジア
台湾本社
NEXCOM International Co., Ltd. （開発・生産拠点）
9F, No.920, Chung-Cheng Rd.,
ZhongHe District,
New Taipei City, 23586, Taiwan, R.O.C.
Tel:  +886-2-8226-7786
Fax: +886-2-8226-7782
www.nexcom.com

NexAIoT Co., Ltd. 
台北事務所
13F, No.920, Chung-Cheng Rd.,  
ZhongHe District,  
New Taipei City, 23586, Taiwan, R.O.C. 
Tel:  +886-2-8226-7796
Fax: +886-2-8226-7792
www.nexcom.com.tw

NexAIoT Co., Ltd. 
台中事務所
16F, No. 250, Sec. 2, Chongde Rd.,
Beitun Dist., 
Taichung City 406, R.O.C. 
Tel:  +886-4-2249-1179
Fax: +886-4-2249-1172
www.nexcom.com.tw

○会社名、商品名称は各社の商標または登録商標です。
○本情報誌に記載されている内容は製品改良のため、予告なく仕様・デザイン等を変更する場合があります。
○本情報誌の記載内容は 2019 年 4 月現在のものです。
©NEXCOM Japan Co., Ltd. 2019
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Event Info
TECHNO-FRONTIER 2019 ( テクノフロンティア）
2019 年 4 月 17 日 ( 水 ) ～ 19 日（金） 　主催：一般社団法人日本能率協会
会場：幕張メッセ　EtherCAT Technology Group ブース内  4 ホール「ブース 4D-43」

国内

ET West & IoT Technology West 2019 （ET/IoT 総合技術展 関西）
2019 年 6 月 13 日 ( 木 ) ～ 14 日（金）    主催：一般社団法人 組込みシステム技術協会
会場：グランフロント大阪 　ET West 2019  ホール C  小間番号「B-08」

海外 TAIROS (Taiwan Automation Intelligence and Robot Show)
2019 年 8 月 21 日 ( 水 ) ～ 8 月 24 日（土）
主催：Taiwan Automation Intelligence and Robotics Association, Chan Chao International Co., Ltd.
会場：Taipei Nangang Exhibition Center, Hall 1, 1F

NexCOBOT Taiwan Co., Ltd.
13F, No.916, Chung-Cheng Rd.,
ZhongHe District, 
New Taipei City, 23586, Taiwan, R.O.C
Tel:  +886-2-8226-7796
Fax: +886-2-8226-7792
www.nexcom.com.tw

GreenBase Technology Corp. 
13F, No.922,Chung-Cheng Rd., 
ZhongHe District, 
New Taipei City, 23586, Taiwan, R.O.C. 
Tel:  +886-2-8226-7786
Fax: +886-2-8226-7900
www.nexcom.com.tw


